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ビジネスプロセス変革

データ分析、人工知能、アプリケーション開発、自動化、
統合の機能を備えたプラットフォーム

注 意

① このドキュメントを外部のユーザーと共有する場合は、PDF形式に変換してください。

② このドキュメントをMS形式で共有する場合は、読み取り専用ドキュメントとして保存してくだ

さい。

③ マスターページの「Fujitsu Infinity Pro」を埋め込むための文字列は削除しないでください。

④日本語はメイリオ、英数字はFujitsu Infinity Pro、行間1.4倍で作成しています。スライ

ドの見本を参考に作成してください。

⑤ ヘッダーとフッターの編集はスライドマスターで行います。

「表示」タブのマスター表示「スライドマスター」をクリックし、スライドマスターを表示して更新し

てください。

⑥ スライド内の図表や枠線などのカラーは、基調色にあわせてください。

L4 1枚パンフレット（表面／概要図あり）

① 概要図がある場合は、上下２分割とします。概要文＋図の下にセクションをわけるための

図形を挿入してください。図形はセカンダリバックグラウンドを利用してください。

②下半分は自由項目とします。段組みは1段もしくは2段としてください。

③本文のフォントサイズは、大：16pt、中：11pt、小：9ptとしています。

スライドの見本を参考に作成してください。

※テンプレートはブルーですが、色の選択は自由です。

SAP Business Technology Platform (SAP BTP) と SAP Business Data Cloud (SAP BDC) は、

AI、機械学習などの最先端テクノロジーを活用し、SAPアプリケーションと連携したビジネスプロセスの自動化・効率化

を実現します。リアルタイムなデータ分析に基づいた迅速な意思決定、ローコード/ノーコード開発によるアプリケーション

開発の加速、そしてそれら全てを統合されたプラットフォームで実現することで、ビジネスの俊敏性を高め、競争優位性を

確立します。

OneERP+ で実践したノウハウをもとに、お客様の Intelligent Sustainable Enterpriseの実現をサポートします。

SAP Business Technology Platform
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オファリングの概要を説明する
リード文の検討をお願いいたします。

現在の記載は他オファリングの例文と
なります。

他の部分は現行ホームページから
画面キャプチャを貼っています。

記載内容は現行ホームページに
則る必要はありません。
修正がありましたら、

吹き出しで構いませんので
その箇所に記載をお願いします。

「AI導入」と「独自の業務プロセスの実現」の場所を入れ替えてくださ
い

SAPシステムを導入・利用するなかでこんな課題はありませんか？

競争が激化する現代ビジネスでは、デジタル化への対応が必須です。SAPシステムを導入することは、多くの企業にとって課題解決の糸口とな
ります。しかし、柔軟な拡張や最新技術の導入は容易ではありません。多くの企業が、以下のような困難に直面しています。

独自の業務プロセスを

SAPで実現したい

様々なデータを統合して

分析を深めたい

AI導入で、業務効率化を実現したい

SAPシステムの標準機能では賄えない業務がある SAPとその他のシステムのデータを組み合わせての
分析が出来ていない

SAPシステムにAIを活用して業務を効率化したい
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⚫ SAP、SAPロゴ、記載されているすべてのSAP製品およびサービス名はドイツにあるSAP SEやその他世界各国における登録商標または商標です。またその他の商標情報および通知については、
https://www.sap.com/copyright をご覧ください。

⚫ 本資料に記載されているシステム名、製品名等には、必ずしも商標表示（（R）、TM）を付記していません。

富士通コンタクトライン
https://contactline.jp.fujitsu.com/contactform/csque02101/073586/
富士通株式会社
〒212-0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー

お問い合わせ先

L4 1枚パンフレット（裏面／関連リンクあり）

① 裏面は自由項目とします。あまり細かくならないよう、セクション数は3つを目安に、最大4つ

までとしてください。

②セクション内の段組みは、1段もしくは2段としてください。

③関連リンクのセクションは明確にわかるよう、背景に図形を挿入してください。図形はセカン

ダリバックグラウンド、もしくはヘッダーと同じプライマリーカラー、Black、Gray 2の塗りつぶし

を推奨します。

※本スライドではスライドマスターに図形を挿入しています。

④関連リンク内のテキストボックスは、他セクションと比較して横幅を狭く設定してください。

⑤ 問い合わせ先の右側には問い合わせフォームへ遷移するQRコードを挿入してください。

※QR生成ツールに指定はありません

⑥本文のフォントサイズは、大：16pt、中：11pt、小：9ptとしています。

スライドの見本を参考に作成してください。

ビジネスプロセス変革 SAP Business Technology Platform

お客様へのサービス提供事例
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「EA構想策定」、「LC/NCツールによる内製化」、「アドオン開発の
Core Clean開発」の順番に入れ替えてください

SAP社に認められた高いケイパビリティ SAP BTP活用のベストプラクティス EAコンサルティングサービス
SAP BTPチャンピオン 2年連続選出
SAP主催ハッカソン優勝
SAP BTP有資格者多数在籍

SAP BTP活用事例をもとにどのお客様でも利用
するであろうSAP BTPサービスを標準化

BTPとは？にお答えする「BTPラーニング」を始めと
した、お客様がSAP BTPを活用するためのサービ
ス群

富士通は、SAP BTPに関する高い「ケイパビリティ」、活用のための「ベストプラクティス」、そしてお客様の抱える様々な疑問

に答え、"あるべき経営基盤"の実現を支援する「EAコンサルティングサービス」を用意しています。

SAP BTPにおける富士通の強み

SAP BTPでお客様の「実現したい」をカタチにする

SAP Business Technology Platform（SAP BTP）は、お客様のビジネスニーズに合わせてSAPシステムを拡張し、独自のソリューションを実現す

るクラウドプラットフォームです。

SAP BTPを活用することで、様々なシステムデータを統合し、高度な分析を実現、AI導入による業務効率化を促進し、既存のSAPシステムに対する

柔軟な機能拡張や、SAPシステムと外部データとの連携を可能にします。

これにより、データ分析の高度化、AI活用による業務効率向上およびコスト削減、そして新規ビジネスモデルの創出など、お客様のビジネス変革を強

力に支援いたします。

アプリケーション開発 データ活用 AI活用

• 既存のSAPシステムに対する柔軟な機能拡張 • SAPシステムや外部データとの連携が可能
• データ分析の高度化

• AI活用による業務効率向上およびコスト削減
• 新規ビジネスモデルの創出

最新技術に精通し、数多くのSAP BTP導入を支援してきた経験からお客様の課題解決を支援します。

SAP BTP導入の検討はもちろん、自社EA策定によるデジタル化戦略推進、SAP S/4HANAのCore Cleanな開発など、

お客様のニーズに合わせたサポートを提供いたします。

アドオン機能のCore Clean開発 EA構想策定 LC/NCツールによる内製化

SAP S/4HANAでは開発が難しいワークフロー機
能をSAP BTP上に構築し、アドオン機能をCore 
Cleanに開発

SAP S/4HANA導入に伴う開発基盤/データ連
携基盤/データ基盤の構想策定

SAP Build Process Automationを活用し、業
務プロセス改善をお客様主体で推進可能とするこ

とで、アプリ開発・運用の内製化を実現
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